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前
回
の
「
自
治
体
主
導
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
に
続
き
、

本
稿
で
は
当
社
が
独
自
に
実
施
し
た
自
治
体
へ
の
「
地
域

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」（
実
施
要
領
は
表
1
を
参
照
）
の
結
果
を
紹
介
し
な

が
ら
、
今
後
、
自
治
体
に
お
け
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
を
提
案
す
る
。

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
と
は

　

本
稿
に
お
け
る
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
と
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
等
を
行
う
事
業
を
、
自
治
体
が
自
ら
実
施

す
る
、
も
し
く
は
自
治
体
が
民
間
を
誘
導
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
な
お
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
（
生
物
資
源
）
や
風
力
等
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）、

廃
棄
物
発
電
の
ほ
か
、
自
治
体
が
自
ら
新
電
力
事
業
者

（
P
P
S
〈
※
1
〉）
と
な
る
こ
と
も
含
む
（
表
2
）。
い

ず
れ
も
自
治
体
の
実
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
こ
れ
に

続
く
取
り
組
み
の
可
能
性
に
つ
い
て
現
状
を
調
査
し
た
。

　

（�

※
1
）
特
定
規
模
電
気
事
業
者
の
略
称
。「
新
電
力
」

と
も
い
う
。
契
約
電
力
が
50
㌔
㍗
以
上
の
需
要
家
に

対
し
て
、
一
般
電
気
事
業
者
が
有
す
る
電
線
路
を
通

じ
て
電
力
供
給
を
行
う
事
業
者
の
こ
と

4
割
以
上
の
自
治
体
が
取
り
組
み
に
前
向
き

　

同
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、
14
％
以
上
の

自
治
体
が
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
「
検
討
ま
た
は
実

施
」
と
回
答
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
構
想
を
検
討
・
策

定
」「
内
部
で
検
討
を
始
め
た
」「
今
後
検
討
を
行
う
予
定
」

を
含
め
る
と
、
4
割
以
上
が
前
向
き
な
方
向
性
で
あ
る
と

回
答
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
が
想
定
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
し
て
は
、
太
陽
光
発
電
が
最
も
多
く
1
8
1

件
、
次
い
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
90
件
、
水
力
発
電

79
件
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

「
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
40
件
に
も
満
た
な

い
（
本
件
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）（
図
1
）。

　

推
進
上
の
課
題
を
尋
ね
る
と
、「
設
備
・
機
器
の
コ
ス

ト
の
負
担
が
重
い
」
が
ト
ッ
プ
で
39
・
4
％
、
次
い
で
、

「
安
定
供
給
の
た
め
の
地
域
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
確

保
が
難
し
い
」
25
・
0
％
、「
地
域
活
性
化
や
産
業
振
興

と
の
つ
な
が
り
」
23
・
1
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
）。

　

自
治
体
が
な
ぜ
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
取
り
組
む

の
か
、
そ
の
目
的
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
最
も
優
先
順
位
の

高
い
目
的
は
「
地
球
温
暖
化
対
策
」
で
28
・
0
％
、
次

い
で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
」
14
・
8
％
、「
地

域
経
済
の
活
性
化
（
資
金
循
環
）
に
よ
る
雇
用
の
確
保
」

14
・
0
％
、「
非
常
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
」
13
・
6

％
だ
っ
た
（
図
3
）。

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
通
し
て

地
域
の
経
済
循
環
を

　

一
方
、
わ
れ
わ
れ
は
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
一
番

の
意
義
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
内
で
の
経
済
循
環
を
生
む
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て

亀
山
典
子

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所

都
市
・
地
域
経
営
戦
略
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ジ
ャ
ー

か
め
や
ま
・
つ
ね
こ　
1
9
9
8
年
慶
應

義
塾
大
大
学
院
修
了
、日
本
総
合
研
究
所

入
社
。市
町
村
合
併
、総
合
計
画
策
定
、行

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
実
績
多
数
。現
在
、
P
F
I
（
社
会
資

本
整
備
）事
業
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
戦
略
、

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
等
に
お
い
て
官
民

連
携
を
担
当
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
、地
域
内
の
経
済
循
環
に
意
義

自
治
体
は
自
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
示
を

木
曜
連
載

地
方
創
生
に
向
け
た
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
創
造
③
・
完
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い
る
。
例
え
ば
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
水
力
、
地
熱
な

ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
豊
富
な
中
山
間
地
域
で
は
、
こ

れ
ら
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
自
然
資
源
の
保
全
の
両
面
に
お
い

て
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
、
都
市
部
の
自
治
体
に
お
い
て
は
、
庁
舎
等
の
公

共
施
設
に
電
力
と
熱
の
両
方
を
生
み
出
す
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
公
共

施
設
周
辺
へ

電
熱
の
供
給

を
行
う
仕
組

み
を
構
築
す

る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

な
お
、
先
の

回
答
結
果
を

見
る
と
、
ガ

ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
ま
だ
一

部
の
自
治
体

で
し
か
想
定

さ
れ
て
お
ら

ず
、
都
市
部

で
の
取
り
組

み
も
途
上
で

あ
る
。
し
か

し
、
災
害
な

ど
の
非
常
時

に
お
い
て
は
、

公
共
施
設
や

避
難
所
へ
の

電
熱
の
供
給
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
都
市
と
し
て

の
「
安
心
・
安
全
」
を
担
保
す
る
事
業
と
し
て
も
大
き
な

意
義
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
都
市
部
を
中
心
に
ガ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
普
及
す
る
可
能
性
は
高
い
だ

ろ
う
。

　

以
上
の
通
り
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
て
展
開
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
進

展
が
期
待
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
最
も
重
要
と
な
る
の
が
、

「
事
業
主
体
を
地
域
内
に
設
定
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
に
雇
用
が
創
出
さ
れ
る

こ
と
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
が
地
域
内
の
事
業
者
に

支
払
わ
れ
、
地
域
内
で
の
経
済
循
環
の
実
現
に
つ
な
が
る

か
ら
だ
。

　

先
に
見
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、「
地
域
経
済

の
活
性
化
（
資
金
循
環
）
に
よ
る
雇
用
の
確
保
」
を
事
業

目
的
と
し
て
回
答
し
て
い
る
の
は
14
・
0
％
に
す
ぎ
ず
、

ま
だ
少
数
派
で
あ
る
。
し
か
し
、
誰
も
が
生
活
す
る
上
で

不
可
欠
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し

て
創
出
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
地
域
経
済
の
活
性
化

策
と
し
て
も
有
望
で
あ
り
、
政
府
が
掲
げ
る
「
地
方
創

生
」
に
と
っ
て
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

自
治
体
は「
地
域
経
済
の
循
環
」方
策

と
し
て
の
位
置
付
け
を

　

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、「
地
域
経
済
の
循
環
」
を
生
み
出
す
た
め
の
方

策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
明
確
に
位

表1　地域エネルギー事業に関するアンケート調査

表2　本稿の「地域エネルギー事業」の定義

1．実施期間：2014（平成26）年9月
2．送付先：47都道府県、全市町村（東京23区を含む）　合計　1789団体
3．回収数（回収率）：　985票（55％）
4．実施主体：株式会社日本総合研究所
（※環境省「平成26年度効率的な地域エネルギーのサステイナブル社会構築支援に対する
　　調査・検討委託業務」と連携して実施）

事業例 実例
地域資源（バイオマスや風力等の再生可能エネルギ
ー）を活用して、公共施設や地域の事業者・住民に電
気や熱を供給する事業
ガスコージェネレーションを設置し、公共施設や地域
の事業者・住民に電気や熱を供給する事業
廃棄物発電を行い、公共施設や地域の事業者・住民に
電気や熱を供給する事業
自治体が自ら新電力事業者となる事業・立ち上げを支
援する事業

群馬県中之条町、福岡県みやま市

静岡県富士市

東京都武蔵野市

群馬県中之条町、福岡県北九州市

図1　地域エネルギー事業への自治体の取り組み状況
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置
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

「
地
域
の
経
済
循
環
の
方
策
」
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
を
認
識
し
て
い
る
自
治
体
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
に

期
待
を
か
け
る
中
山
間
地
域
か
、
大
規
模
な
工
場
を
抱
え

る
工
業
都
市
（
北
九
州
市
、
川
崎
市
、
富
士
市
等
）
な
ど
、

一
部
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
他
の
自
治
体
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
は
、
治
水
ダ
ム
を
活
用
し
た
公
営
電
気
事
業
や
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
、
廃
棄
物
処
理
の
付
帯
的
な
位
置
付
け
と
し
て
の
廃
棄

物
発
電
や
、
非
常
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
等
、
あ
く
ま
で

補
足
的
な
色
が
強
い
事
業
で
あ
る
。

　

今
後
、
地

方
創
生
の
手

段
と
し
て
地

域
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
を
普

及
さ
せ
る
た

め
に
は
、
自

治
体
が
本
事

業
を
通
じ
て

地
域
の
経
済

循
環
を
生
み

出
す
意
義
と
、

そ
の
構
造

（
メ
カ
ニ
ズ

ム
）
に
つ
い

て
、
明
確
に

ビ
ジ
ョ
ン
の

中
に
位
置
付
け
た
上
で
、
議
会
や
地
域
住
民
の
理
解
を
得

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
2
0
1
4
年
11
月
7
日
、
総
務
省
は

「
自
治
体
主
導
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
整
備
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
、「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
方
策
の
検
討
に
踏
み
だ
し
た
。
こ

れ
は
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
「
地
域
の
経
済
循
環
」
を
目

的
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、

す
で
に
14
自
治
体
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
て

同
省
の
補
助
金
の
採
択
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

国
で
も
積
極
的
に
支
援
を
行
う
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
て
お

り
、
自
治
体
の
取
り
組
み
に
と
っ
て
は
追
い
風
と
な
っ
て

い
る
。

自
治
体
は
主
体
的
に
役
割
を
引
き
受
け
、

地
域
の
関
係
者
の
協
力
を
得
る

　

本
検
討
に
お
い
て
、
事
業
を
「
だ
れ
が
や
る
の
か
」
と

い
う
議
論
は
不
可
避
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、
発

電
設
備
や
送
配
電
線
、
熱
供
給
管
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
伴
う
負
担
が
大
き
い
一
方
で
、
収
入
は
利
用
料
の
み
で

あ
る
。
そ
れ
も
事
業
収
支
に
合
わ
せ
て
、
や
み
く
も
に
高

く
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
先

に
見
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、「
設
備
・
機
器
の
コ

ス
ト
の
負
担
が
重
い
」
が
39
・
4
％
と
最
も
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
誰
が
負
担
す
る
か
が
事
業
の
実

現
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
般
的

に
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
自
治
体
や
国
な
ど
の
官
が
担
い
、

発
電
や
供
給
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は

民
が
担
う
と
い
う
役
割
分
担
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、

具
体
的
な
負
担
割
合
や
事
業
収
支
に
つ
い
て
は
、
事
業
ご

と
に
異
な
る
た
め
、
地
域
の
関
係
主
体
間
に
よ
る
よ
り
踏

み
込
ん
だ
協
議
、
交
渉
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
事
業
の
主
体
は
あ
く
ま
で
地
域
で
あ
り
、
自
治
体
で

あ
る
。
国
の
支
援
を
よ
り
有
効
に
生
か
し
て
い
く
た
め
に

も
、
自
治
体
が
自
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、

事
業
主
体
の
設
定
や
事
業
収
支
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
事
業
化
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討
に
主
体
的
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社

や
地
域
金
融
機
関
な
ど
が
最
大
限
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

図2　推進上の課題（三つまで選択）

図3　地域エネルギー事業を推進する目的
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が
で
き
る
よ
う
、
自
治
体
は
協
議
を
積
極
的
に
主
導
し
て

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
地
域
応
援
電
力
」の
時
代
へ

　

今
後
、
人
口
減
少
に
伴
っ
て
税
収
が
先
細
り
す
る
中

で
、
税
収
だ
け
で
は
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し

か
し
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
（
詳
細
は
第
1
回

〈
2
0
1
4
年
12
月
25
日
号
〉
を
参
照
）
に
倣
え
ば
、
自

治
体
が
自
ら
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
収
益
を
活
用
し
て
地
域
交
通
を
維
持
す
る
な

ど
、
税
収
以
外
の
ま
ち
づ
く
り
原
資
を
調
達
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
経
済
循
環
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
応
援
し
た
い
地
域

の
電
力
を
選
ん
で
購
入
す
る
〝
地
域
応
援
電
力
〟
の
時
代

が
来
る
可
能
性
も
あ
る
。
電
力
の
大
量
消
費
地
で
あ
る
都

市
部
の
住
民
が
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ
電
力
を
選
ん

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
媒
介
と

し
て
、
都
市
と
地
方
が
支
え
合
う
仕
組
み
に
も
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来

の
、
安
心
で
か
つ
地
球
温
暖
化
対
策
に
も
資
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
都
市
部
の
住
民
と
し
て
は
な
お
歓
迎
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
食
品
を
購
入
す
る
際
に
生
産
地
や
生
産
者
の
確

か
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
や
、
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
応

援
す
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
な
ど
と
も
重
な
る
。
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
由
来
の
電
力
を
購
入
す
る
契
約
を
し
た
ら
、
地

域
の
特
産
品
が
送
ら
れ
て
き
た
、
と
い
う
日
も
そ
う
遠
く

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。


